
メルコハムクラブ 古代史                       松村恒男 

1963年 商品研究所（鎌倉市大船）に JA1YJAを開設    部長 黒川 憲造 

1964年 JA1YJA の活動を 1964年 8月 21日の菱労新聞 307号に発表した。 

(昭 39)  これがメルコハム・ネットの端緒となった。 

東京サービスセンターの永島 清さんが、CQ 出版の局名録に従業員が多くいる。

メルコハム・ネットを作ってはと、働きかけがあった。 

1965年 局名録より選び出した人に、各場所のアマ無線活動を問合せ、スケジュールタイ 

(昭 40)  ムと総会の是非について調査した。 

 京電に JA3YJO開設 

1967年 第 1回メルコハム総会が開かる。 菱労新聞第 411号 6月 3-4日 

     参加：京都２名、鎌倉 2名、商研 5名、SC1名 会長 黒川(商研） 

1968年 各場所にハムクラブの開設がある。 

1971年 第 2回総会を盛大に行うための連絡が往復する。「場所代表」が定着して、連絡が 

楽になった。 

1972年 第 2回メルコハム総会（熱海：東海荘）5月 4-5日、50余名 菱労新聞 573号 

 会長 松村(商研） 

この頃、東海沖地震を想定して、非常通信網の必要性が高まり、本社へキー局 

1973年 第 3回メルコハム総会（比良荘）5月 4-5日、 菱労新聞 600号 

         会長 小林(本社) 

 

メルコハムクラブのシンボル 

デザインセンターの鈴木政勝さんが作ってくれた。第 6回総会で採択。  



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



昭和 41年 8月の CQ出版局名録から三菱電機関係のアマ無線家リスト 

 

JA1AUH JA2QR JA3DM  伊 JA4PS   山 

JA1CDY   鎌 JA2VB(YG)  名 JA3JE   和 JA4WU  山 

JA1CEK JA2ZL   名 JA3MO JA4AXO  神 

JA1EYR   馬 JA2AJC JA3NJ   伊 JA4BGK  山 

JA1FCP   鎌 JA2AVV  名 JA3TW  無 JA4DEZ  山 

JA1FKE   船 JA2AYE  静 JA3UT  研究 JA4DIP  山 

JA1OPC   鎌 JA2BCS  名 JA3UV  阪営  

JA1ORW  SC JA2BPS  静 JA3UZ   無  

JA1PIC   商研 JA2CCG  静 JA3YG   無  

JA1PJT     鎌 JA2CEB  名 JA3YH   無 JA5LC 

JA1RTG   商研 JA2CVB  静 JA3ANW  姫 JA5YF 

 JA2FCS 名 SC JA3AOW  無 JA5ADY 高営 

 JA2FSD  中 JA3BGP  伊  

 JA2GAR  静 JA3BXS  伊  

JA6KT  長 JA2FWQ  名 JA3CAE  神 JA8  なし 

JA6BJY 岡営 JA2GGF  名 JA3CFO  無  

JA6BOY  長 JA2HDP  名 JA3CJO JA9ABT 富営 

JA6CBX  長 JA2HGM  稲 JA3CKL  無  

JA6CGR  長  JA3CYF  無 JA0 なし 

JA6CJX   長  JA3DCE  神  

JA6DDK  長 JA7MF  郡 JA3DGA  無  

JA6DPX  長 JA7MK  郡サ－ JA3DLT   無  

JA6EBB  岡営 JA7ABZ  郡 JA3EFM  和  

JA6EQC  長 JA7AFO  郡 JA3EMZ  無  

JA6EYU  岡営 JA7APP 仙営 JA3 ETT  伊  

 JA7CTY 仙営 JA3FMN 阪商  

 JA7EAY  郡 JA3FZQ    無  

  JA3GTC   無  

  JA3HPQ  和  

  JA3IEO   姫  

  JA3KAY   阪営  

  JA3KHV  無  

  JA3KNP  京  

  JA3KOL  鎌伊  

昭和 41年 8月 CQ出版局名録 

 



メルコハムクラブ 発掘資料より文書化 2018.4.13          松村 

1966年（昭和 41年）1月 9日付、前年に調査した社内無線愛好家の回答をまとめた。 

 

オール三菱電機ハムクラブの件 

湘菱会アマ無線クラブ JA1YJA 

代表 黒川憲造 

 

明けましておめでとうございます。 

先にオール三菱電機ハムクラブ設立に関する提案に関して、多数のご意見をお寄せいた

だき、ありがとうございました。大変遅れましたが、お寄せいただいた事項を別紙のように

纏めましたので、ご報告いたします。 

１．別紙(１)に示した通り、ご回答いただいた各場所のほとんどから、設立に関して賛同を

戴きました。つきましては、未だ回答を戴いていない場所も有りますが、とりあえずはご回

答意見を尊重して、設立への推進をしていきたいと思います。 

２．別紙（２）は、各場所からの回答を戴いた事項を基にした「三菱電機アマチュア無線局

名録」です。未だ完全に収録できておりませんので、修正・追加分がありましたら、ご連絡

ください。それらを加えて完全なものへしていきたいと思います。 

３．各場所間の連絡先は、別紙に示したので、要望が有れば連絡を取ってください。 

４．オール三菱電機ハムクラブの設立の具体的事項は、追ってご連絡致します。 

 

オール三菱電機ハムクラブ設立に関する各場所意見          昭和 41年 12月 6日 

１．設立について              11件の回答 

２．名簿の作成について            2件の回答 

３．QSOタイムの設定について        4件の回答 

４．ミーティングの開催について        2件の回答 

５．機関誌の発行               3件の回答 

６．クラブ局設立計画の有無について     10件の回答 

７．会社への働きかけ（QSLカード支給等）  4件の回答 

８．活動状況について           11件の回答 

 

全社ハムクラブの設立に関して、交信及び社内便にて意見が 1965年末までに集まった。 

ハムクラブ設立に関して賛同が得られたと結論し、グランドでの会合を決定した。 

（SINCE 1965の根拠です） 

  

 

. 

 

三菱電機 AMCの 
創立年 1965の根拠 



メルコハムクラブ 発掘資料より文書化 2018.4.13          松村 

 

 

 

 

別紙    オール三菱電機ハムクラブ設立に関する各場所回答一覧表 

場所 設

立 

名

簿 

QSOタイム設

定 

会

合 

機 関

誌 

ク ラ

ブ局 

QSL 

支給 

意見 活動 連絡先 

馬電 〇 〇 〇 〇 〇   全〇 個別 山本 

中電 賛  21/28MC 年 望 検討 賛   山内 

和電 賛     努力 賛   山本 

福営 賛     不可    尾形 

名 SC 賛 賛 7MC A3,SSB   なし    大矢 

郡電 賛 賛 賛成 賛 賛成 希望 賛 全〇 Active 遠藤 

阪営 賛     なし   Active 森本 

京電 賛     あり   Active 池田 

名電 賛 賛    なし    山田 

稲電 賛     検討    加藤 

伊電          馬場 

北電 賛         岡田 

姫電 賛        QRT 村田 

山電          松岡 

商研 賛 賛 賛 賛  あり 賛  Active 黒川 

神電 賛 賛 賛  賛 なし   Active 長谷川 

鎌電 賛     保留    沢井 

原版にはもっと文章は有るのですが、簡便のために略してあります。 

 

参考資料  1965年 3月末日現在の電機メーカーのクラブ局 

JA1YDE ソニー JA1YEN三洋  JA1YFY沖  JA1YHW日立戸塚 JA1YJA三菱 

JA1YKK 松下  JA1YLV 日立茂原 JA1YMW松下通工 

JA2YAJ 松下 

JA3YBH 三洋  JA3YDF 三洋  JA3YEA松下  JA3YEB 松下 JA3YEC松下 

JA3YED松下  JA3YEE 松下  JA3YGM早川  JA3YHU早川 

 


